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 ラーメン銅製煉の副産物 として,亜 酸化銅を安慣に製造 し得 ることを磯見し,是 は

既に實際工業化 されてゐる・之に關聯 して亜酸化銅微粒子の大 さの測定法について,

研究 したが,こ 、では實際市販の亜酸化銅製品の細微度の測定に就てのみ獲表する・

 細微度は塗料工業に重要であるか ら在來種々なる測定方法が使はれて居 るが,何 れ

も完全 とは云へない・こ、では始めに從來粘土の粒子の大 さを測定するに使はれてゐ

るアンドレセンの装置を用ひたが 我々の目的IFは 不十分であつたので,簡 箪なる新

装置を考案 して可なりの結果を得 る様になつす二・

  第 一 實 験

 装置は アン ドレセンの装置 帥 ち 第一圖に示せ る如 きものを使用 し  第 一 圏

tこ・是に 試料を水を懸濁液 としで分散せ しめた.一 定時間毎に10cc

を吸ひ上 げ,乾 燥後秤量する.粒 子の大 さを求めるには,

            ⊥

κ……粒子の大きさ帥ち其の粒子と同じ饅積を有する立方盟の積の長さ(μ を

   車位とする)

η・…・・液盟の粘度

h… …液面の刻度0よ りの高さ(cm)

t… …静置後吸上げ迄の時間(min)                    

dk… …粒子の比重

df… …液盟の比重

 實験結果 として求め得す二分布曲線は第二囲の如 くである.併 し此の

装置で 測定 し得 る粒子は各品 とも全量の約1/3に 過 ぎない.EPち2/3

は直 ちに沈降するか ら,此 の方法は商品 としての亜酸化銅に封 しては
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               第  昌   画

       以上の%

不適當 と考へて次の装置を考案 した.

  第 二 實 験

 装置は第主圖に示せる物 を使用 した.Dに 試料を入れ,Aに 水 を吸上げCを 回轄 し

   第 三 回    試料を落下せ しめて一定時間・毎に下に沈降した粒子を秤量

    /爪     したのである.粒 子の大 さを求めるには前實験 と同様なる

  式を用ひる・先づ酸化鐵を以て豫備實験を充秀繰返 し行ひ,

   試料をα6瓦 位を用ひる揚合に最 も好結果を得 ることが明

    '亜酸化銅を用ひて行つた實験結果 より得た分布曲線は第

   四圖の如 くである・

   一第一實験 と第二實験の比較

    前實験にては15μ より小なる物が34～26%を 示 して居

   るのであるが第二實験では7.5～15%に 過 ぎぬ.こ の 原因

   としては爾試料が同會肚製品で も不同であると云 ふ理由の

            みでな く,次 の諸項に依る.

 L前 實験 にて一定時間侮に吸上げる揚合に 吸上管の末端(刻 度0)よ り下の部分の

液 を吸上げることを除止することは此の装置では不可能である.

 2.前 實験では 最初均一に含まる＼量を求める揚合に韓倒振盗後直 ちに吸上げて,

これを求めた故 實際の量よ りは少 く表 はれて來 るのである,
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               第   四  圖

           一→ κ瀞

 3.第 一實験 にて 液に分散せしめる試料の量が測定上,EPち 秤量の際の必要上か ら

多すぎる傾向があ る。

 4.後 者で幾分小な る粒子が分散せすに沈降するとも考へ られ る・

 以上の4項 であるが,1,2が 最大原因と考へ られる・

  総     括

 二種 の装置を以て亜酸化銅の粒子細微度の測定を行った.

 第一實験では 満足な結果を得なかっ江が 第二實験にてよく全般 の分布状態を明に

した.殊 にこの装置は非常に簡輩なる爲に,或 る程度の實験測定上の訣貼があると考

へて も實際商品の比較研究の目的は充分達せられると患ふのである,

  (尚詳細は探鑛冶金月報の第12年 第4報 に掲載せる故に・これを参照せられんことを乞ふ)

                        (第8回 大阪府講演會に於て登表)
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